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保育所・幼稚園における活動分析研究の総括 

―授業研究方法の意義― 
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*1 元日本体育大学 

*2 日本体育大学大学院教育学研究科博士後期課程 
*3 日本体育大学 

 

本共同研究の目的は，問いの提出による子どもの思考の深化によって，保育における子ども

の発達と深い学びを新たに見つけ出すことにある。そのために，学校教育においてよく使われ

る授業研究の方法を，保育所・幼稚園の活動分析に適用する。これまで連続して示してきた 3
編の先行共同研究論文では，研究の目的を説明し，保育の領域「人間関係」，「環境」，「健康」

の 3 つの領域から，DVD に収録された代表的な活動事例を，授業研究という研究方法を用い

て分析した。その分析では，活動をいくつかの部分で構成し，各活動構成の構造を究明した。

保育の実際場面の活動を授業研究・分析の方法に基づき解明すると，子どもたちの発言や行動

の深い学びを見つけることができることを示した。 
この結果から，学校教育の授業研究を保育所・幼稚園という保育における活動分析に適用す

ることができ，また，保育の活動における子どもの学びを取り出すことができることを明らか

にした。 
 

キーワード：保育，学校教育，授業研究，活動分析，深い学び 
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Summary of Activity Analysis Research at Daycares and Kindergartens: 
The Significance of Research Method on Lesson Study 

 

Norio IKENO*1, Rie KASAI*2, Yuhei YAMANE*3 

 

*1 Former Professor, Nippon Sport Science University 

*2 Graduate Student of Doctor Course, Graduate School of Education 
*3 Nippon Sport Science University 

 

The purpose of this joint research is to newly identify the development and the depth of 

learning of children in childcare by deepening their thinking through the submission of 

questions. For this purpose， the authors apply the lesson study method, commonly employed in 

school education, to the activity analysis of daycares and kindergartens, In the previous three 

reports of this joint research, authors explained the purpose of research and used the lesson 

study method in the three areas of childcare, “human relationship,” “environment,” and 

“health,” to perform an analysis of representative activities in these areas recorded on DVDs. In 

the analysis, authors viewed the activities to be composed of multiple constituents, and 

identified the structure of individual constituents. This demonstrated that the examination of 

activities in childcare practice using the lesson study/analysis method allows us to identify the 

deep learning in children’s words and actions. 

These results demonstrated that the lesson study method used in school education can be 

applied to activity analysis in childcare at daycares and kindergartens, and extract children’s 

learning in childcare practice. 

 

Keywords: day-care, school education, lesson study, the field “human relationship ”, 

“environment”, “health”, deep learning 
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1. 本共同研究の目的と本稿のねらい 

 本共同研究は 4 編の研究論文で構成されてお

り，研究の対象を保育所・幼稚園における保育

活動とし，この保育活動に対して学校教育によ

く用いられる“授業研究”を適用した。保育の

活動内容に対して，授業研究の研究構成におい

て用いられる“構成と構造”を分析方法として

応用し，その保育活動における学びとその質に

関して探求し意義づけることを課題としていた。 

 本共同研究の筆者たちは先の論文として，池

野・笠井・山根（2020），山根・笠井・池野（2020），
笠井・山根・池野（2021）の 3 編を提示した。

本稿ではこれらの研究を踏まえ，その結果をま

とめ，本共同研究の意義を明らかにする。 

 本稿は，本共同研究のねらい（目標）を確認

した（2.1）のちに，3 つの共同研究論文で取り

上げた保育の領域「人間関係」（「社会性」），「環

境」，「健康」の 3 領域で，授業研究という研究

方法を用い，DVD に収録されていた各領域の代

表的な活動の研究方法を再確認し（2.2），それ

ぞれの領域の研究結果を総括するとともに，そ

の保育活動上の意味を考究し（2.3），その領域

の保育活動を授業研究の観点から意義づけるこ

とにする（2.4）。 

 

2. 本共同研究の総括 

2.1 本共同研究の目的 

 教育は学習者に学びを作り出す。その学びは

学習者にとって，より大きく，かつ，適切にな

されることが望ましい。このことは，学校教育

においても保育活動においても同様である。 

 学びが適切になされたかどうかは，結果にお

いて判断されることがほとんどであるが，学び

の過程は結果からは判断できない。教育にとっ

て学びの適切性は，学びの計画，とくに，その

構成および構造にも委ねられている。 

 教育の学びは，学校教育のほか，保育，成人

教育，社会教育など，それぞれの教育で，取り

上げられる。教育には，それぞれの対象がある

だけではなく，研究の方法，教育の方法も異な

り，それぞれの独自性により，より効果的なも

のを追究している。 

 本共同研究は，保育と学校教育との交流を促

進することを目指し，学校教育でよく使われる

授業研究を保育活動の研究方法として用いる。 

  保育研究は多様になされ，長年の蓄積があり，

その成果がまとめられている（例えば，日本保

育学会編（1997），無藤（2003），中坪（2012, 
2017），西岡（2014），小川（2014），参照）。

これらの成果は第一論文で取り上げ，まとめて

いる（池野・笠井・山根 2020，pp.317-322，
参照）。そのまとめとして，「保育の教育研究で

は，一方で保育内容の領域を主にして進められ

ているが，他方で教員養成教育の立場や保育内

容の領域的取り扱いに偏していること，また，

研究と実践の協働，さらには，保育実践の質的

研究の充実が課題として示されている」と総括

している（池野・笠井・山根 2020，p.320）。 
 授業研究は，レッスン・スタディとも呼ばれ，

学校教育における学習活動分析には，よく使わ

れる（稲垣・佐藤（1996），秋田（2006a, 2006b，
2007），日本教育方法学会編（2009），關（2017），
吉崎監修（2019），参照）。 

 本共同研究では，この授業研究を保育活動分

析のための方法として用い，授業研究で用いら

れる構成と構造という分析方法によってその保

育活動を解明し，その活動における各部分とそ

の関係，また各活動の組織化とその在り方，教

育的意義と課題を考察することにした（池野・

笠井・山根，2020，pp. 322-323, 参照）。 

 

2.2 保育の 3 つの活動領域とその研究方法 

 本共同研究において分析した保育活動は，ア

ローウィン社が大学の保育者養成教育用に保育

園における保育活動を DVD に収録したもので

ある。DVD に収録されている保育活動を活用し

た理由には 3 つある。  

 第１は，研究対象上の理由であり，DVD なら

ば，研究対象となる保育活動を誰もが観察し見

ることができることである。授業研究や保育活
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動研究の多くは，各研究者が利用しやすく，研

究機関のつながりや研究仲間である教育現場を

選択し，その活動を対象にすることが多い。こ

れは現実的には，無理からぬことである。どの

保育所どの幼稚園にも研究者が自由に見学に行

けるわけではなく，たいていは見学許可を得て

保育活動を観察している。どうしても，それぞ

れの保育所・幼稚園の保育活動にはそれぞれの

教育方針があり，その教育に傾向がある。本

DVDシリーズもその傾向があるが，DVD だと，

だれもがそれを観察し分析することができる点

で，利点がある。 
 第 2 は，研究方法上の理由である。DVD なら

ば，ビデオ録画同様，だれもが何度も再生可能

でありその教育活動を巻き戻し検証することが

できることである。学校の授業研究でも，その

時，教室の授業そのもの，生の授業を見学し観

察する。そのため再生し，検証することはむず

かしく，１回限りであることが大半である。ビ

デオや DVD にその授業や活動が収録されてい

ると，誰もがいつでも，何度も自由に見ること

ができる。DVD に収録しているものは，教育者

も研究者も誰もがその保育活動を見て観察し，

いつでも，何度でも分析・考察することができ

る。 

第 3 は，現実的理由であり，保育所・幼稚園

を訪問しその教育活動を見学することがコロナ

禍により，難しくなったことである。 

 以上の 3 つの理由から，アローウィン社の『保

育』シリーズを取り上げた。本シリーズは，幼

稚園教育要領が示す 5 領域（「人間関係」，「環

境」，「健康」，「言葉」，「表現」）のうち，「人間

関係」，「環境」，「健康」，「言葉」の 4 つの領域

を取り上げている。「表現」は，他の領域と結び

ついたものとの理解の上で，4 つの領域の目的

とねらいを達成するために，各園，保育者が，

また，子どもたちがどのような活動や取り組み

をしているのかを各園の実践事例に基づき，例

示的にその活動場面を示し解説している（アロ

ーウィン，2019，pp. 5-28，参照）。 

 各領域の保育活動として取り上げられている

教育活動のいずれも暗黙的に，DVD の制作・監

修者による，保育活動として教育的意義がある

と考えられている。 
 先の 3 つの共同研究論文では，①その DVD
がどの領域のどのような場面を取り上げたかを

説明し，②その場面における保育活動を授業研

究の研究方法に従い，構成と構造に整理し，③

その保育活動に関する基本のしくみを発見しそ

の意義づけを行った。次の項では，これらの点

を，各共同研究論文にもとづき再整理し，取り

上げた領域のその保育活動における価値と重要

さを再確認する。 
 

2.3 3 つの保育活動研究の結果 

 第一論文（池野・笠井・山根，2020）では，

①DVD の領域「人間関係」を取り上げ，社会性

に関する一単位の活動を分析した。その活動は，

トラブル場面における保育者と子どもたちの活

動である。それは，保育室の後ろに座っていた

女の子（G1）と男の子（B1）がケンカし，女

の子が泣き，保育者のところに行き，訴えると

いう場面である。 
②その場面における保育活動を授業研究の研

究方法に従い，次の表 1 のように，トラブル場

面の構成と構造として整理した（池野・笠井・

山根，2020，p.326）。 
 
表 1 第一論文における構成と構造（筆者引用） 
場

面 動作・行動 構成 構造 

1 

「B1 が G1 を

たたいた。」 
問題場面発

生 
考える場

面の設定 
「パンチして

よかったのか

なぁ。」 

問いの提出 

2 

問題現場への

移動 
状況確認  

問題とそ

の回答づ

くり 
場面再現 
「どうすれば

問いの確定 
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よかったか」 
パンチではな

く，お口で伝え

ることとその

理由 

適切な行動

とその理由

説明 

3 
B1 と G1 の握
手＝仲直り 

よりよい関

係づくり 
関係づく

り 
 

場面 1～3 は，考える場面設定→問題とその

回答づくり→関係づくりの 3 つからなっている。 
 ③上の表 1 とその構成と構造から，場面 1～3
が，考える場面設定，問題とその回答づくり，

関係づくりの 3 つからなっていること，その場

面は，問いと答えの問題解決的活動で構成され

ており，小学校の教科の学習と基本構成が同様

である。しかし，当事者間において問いと答え

の学びの活動は成立しているが，クラス全体，

あるいは，隣にいた子どもたちにおける学びは

どこまで成立しているかは不明であった。 

 第一論文におけるこれらは次の分析結果と，

その教育的意義にまとめた。 

分析の結果，学びの活動場面は，保育者の判

断により，子どもたちの学びとして作り出され，

活動場面では，保育者が問いを提出し，その問

いに子ども(たち)が答えることでより深くなさ

れる。 

すなわち，教育的意義は，学校教育と同様，

保育においても問いとそれへの答えの問題解決

的活動によって，学びの活動がなされること，

また，保育活動は，保育者の場面把握によって

進められ，子どもの学びは保育者の教育力に左

右されることである。これら 2 つを教育的意義

とし，併せて結論付けた。 

 第二論文（山根・笠井・池野，2020)では，

①遊ぶ複数の幼児に対して，保育者が幼児に話

かけ，近くにあるピーマンが食べられるかどう

かを考えさせる場面である。 
 ②ピーマンの大きさと食事という関連だけで

なく，栽培・収穫という行為と食事という行為

を人間の営みということにおいて関連付けたい

という保育者の意図が込められている。 
 この場面を事例 1 として取り上げ，その場面

の構成と構造を分析した。その整理表が，表 2
である（山根・笠井・池野，2020，p.340）。 
 
表 2 第二論文の事例 1 における構成と構造

（筆者引用） 

場

面 様相・援助 構成 構造 

比

較 

「ピーマン大

き く な っ て

る？」 
問いかけ 

保育者か

らの問い

かけによ

る比較 

「ピーマンだ

い ぶ 大 き く

…。」 

問 い か け

に 対 す る

応答 
「またグーン

とおっきくな

るから。」 

応 答 に 対

する説明 

関

連

付

け 

「食べれるか

な？」 
問いかけ 

保育者か

らの問い

かけによ

る関連付

け 
「うん。」 

問 い か け

に 対 す る

応答 
 

表 2 の構成と構造から，第二論文で取り上げ

た事例 1 の学習は，幼児の比較・関連付けであ

り，まず保育者が問いを幼児に発することで，

幼児の比較・関連付けを促進するように働きか

けている。 
 ③幼児は日常生活において，自然を対象とし

た比較・関連付けができるが，必ずしも自覚し

たり，できていたりすることはない。しかし，

無自覚ながら，このような比較・関連付けがさ

まざまなものに適用され育成されていく。その

育成には，保育者が幼児に問いかけ，幼児が比

較・関連付けを行うという場面づくりとそこに

おける学びが重要であることを示している。 
 第二論文の考察の結果，栽培している植物や

幼児が発見した虫に対して，それらの大きさや
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数について比較・関連付けている場面が見られ

た。また，保育者は栽培している植物の大きさ

や食事との関連に着目するといった比較・関連

付けに関する問いかけを幼児に行っていた。さ

らに，2 つの事例の構成と構造から，幼児の比

較・関連付けは，保育者による問いかけから行

われる場合とともに，幼児が自発的に行ったり

する場合もあることが明らかとなった。 
 事例分析の結果，教育的意義として，学びを

より充実させるためには，保育者が比較・関連

付けを行う箇所，場面の意識的な支援と援助が

重要であることを明らかになった。 
 第三論文（笠井・山根・池野，2021）では，

①1 歳児と 5 歳児の遊びの場面などを取り上げ

て考察した。これらは，幼児の真似のしぐさの

学びであり，友だちのしていることを真似した

りそれに影響されたりする事例である。 
②その構成と構造を，表 3 として整理した（笠

井・山根・池野，2021，p.34）。表 3 に整理さ

れた保育活動は，幼児の遊びにおけるごっこ遊

びの活動であり，その構成は，反映模倣，見立

て・声掛け，保育者の参加である。また，それ

ぞれの構成をまとめた構造は，他者の模倣→動

作の模倣→遊びの共有の 3 つに分けることがで

きた。 
 
表 3 第三論文の事例における構成と構造（筆

者引用） 

場

面 
様相 構成 構造 

1 
C6 が C1 を見

て，玩具をカゴ

に入れる 
反映模倣 

他者の 
模倣 

2 
C3 の食べる仕

草 

見立て 
動作の 
模倣 

3 
C4 の電話をか

ける仕草 

4 
C5 がおたまで

かき混ぜる 

T「あ，お弁当

は い っ て い る

ね」 
声掛け 

5 

保育者がおたま

に玩具をいれ，

C2 がボウルへ

移す 

保育者の

参加 
遊びの 
共有 

 

さらに 1歳児と 5歳児の 2 つの事例の構造に

は，いずれも「他者の模倣」と「遊びの共有」

が共通している。どちらも他者との関係の中で

行われるものである。「他者の模倣」の実態は，

1 歳児の事例に関しては一方的に真似する反映

模倣，5 歳児の事例では相互に真似し合う相互

模倣である違いがあったが，いずれも友だちを

模倣するものであった。 

 ③この事例から，ごっこ遊びは保育者や友だ

ちと触れ合う安定感の中で，様々な活動に親し

み楽しみながら，遊びを通して食事や衣服の着

脱などの生活習慣に触れることのできる活動で

ある，ということが示唆された（笠井・山根・

池野，2021，p.38） 
第三論文の研究で取り上げた事例は，いずれ

も室内であった。学校教育における体育科を見

据えた領域「健康」という点からそのつながり

を考察すると，自らの健康に関心を持ち，安全

に配慮しながら，体を十分に動かして戸外で行

う遊び方に発展させられるような支援を検討す

ることが必要であると示唆された。 
また第三論文において取り上げ分析した 2 つ

の事例と保育の領域「健康」とを比較照合した

結果，「体育科を見据えた領域 「健康」という

点から，自らの健康に関心を持ち， 安全に配慮

しながら，体を十分に動かして戸外で行う遊び

方に発展させられる」という（笠井・山根・池

野，2021，p.39）教育的意義を見出した。また，

そのような意義を有効にするためにも，保育活

動でよく見られるごっこ遊びは，保育者や友だ

ちと触れ合う中で，生活習慣に触れることので

きる有効な活動であることを究明した。 
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 以上において，アローウィン社の『保育』シ

リーズ DVD に収録されていた保育活動を事例

に，保育活動分析を進めてきた 3 つの先行論文

(池野・笠井・山根，2020；山根・笠井・池野，

2020；笠井・山根・池野，2021)にもとづき，

保育活動，その構成と構造，その教育的意義を

再整理した。 

 

2.4 保育活動研究における授業研究の意義 

 本共同研究は，DVD に収録されていた保育活

動を事例に，授業研究の手法を用い，保育活動

を分析し，その教育的意義を解明することであ

った。 

各論文では，収録された保育領域「人間関係」

（「社会性」），「環境」，「健康」の 3 領域で取り

上げられた保育活動に関して授業研究という研

究方法を用い，その活動を分析し，教育的意義

を探究した。 

 一単位の保育活動を，授業研究の研究方法に

従い，発言活動の記述をもとに，その活動がど

のような構成で成り立ち，どのような構造にな

っているのかを追究した。その追究を構成と構

造と表現し，上述の表 1－3 に整理した。 
 この各表こそが，授業研究における重要なポ

イントである。活動を指導する教師と学ぶ子ど

もたちの場面とその活動に整理し，その整理を

時間経過に従いいくつかの場面（まとまった活

動）とその関係を解明した。 
表 1－3 はその成果である。これらの 3 つの

表から言えることは，次の 3 つにまとめること

ができる。 
（１）活動のはじめは，子どもたちの活動とそ

れへの保育者の問いかけとなっていることであ

る。学校教育の授業では，前時とのつながりは

意識されるものの，いきなり，問い（学習問題）

が提示されることがある。しかし，保育活動は

そのようなことはなく，必ず子どもたちの活動

を促しつつ，その活動の中に課題や問題を保育

者が見つけ，問いかけるものとなっている。 
（２）活動の中盤は，多様であるが，一種の問

題解決的活動になっていることである。人間関

係では，パンチの問題の良し悪し，環境では，

ピーマンの成長，健康では，ごっこ遊びがテー

マとなっている。そのテーマに関する問題，た

とえば，パンチはよいのか（許されるのか），大

きくなったピーマンは食べられるのか，ごっこ

遊びはどのように進展するのかであり，活動と

ともに，これらの問題を作り出し，子どもたち

が考える，という問題解決的活動となっている

ことである。 

（３）活動の終末には，関係する子どもたちが

共有するものとなっていることである。子ども

たちがあれこれと活動したり，考えたりするが，

関係する子どもたちが問いの答え，また活動の

総括として特定のものに行き着くものとなって

いる。 

 これら 3 つの特質は，大きくは，問題解決学

習，問題解決的活動の特徴を示すものである。

この点から，総括的に言えることは，問いの提

出による子どもの思考の深化，つまり，問題解

決的活動によって，保育における子どもの発達

と学びの豊かさを新たに作り出すことができる，

ということである。 

 

3. 本共同研究の結論と課題 

本共同研究の目的は，問いの提出による子ど

もの思考，その深化によって，保育における子

どもの発達と深い学びを新たに見つけ出すこと

であった。そのために，学校教育においてよく

用いられる授業研究の方法を，保育所・幼稚園

の保育活動の分析に適用した。これまで連続し

て示してきた 3 編の本共同研究（池野・笠井・

山根，2020，山根・笠井・池野，2020，笠井・

山根・池野，2021，参照）では，研究の目的を

説明し，保育の領域「人間関係」（「社会性」），

「環境」，「健康」の 3 領域で，授業研究という

研究方法を用い，DVD に収録されてきた 3 つ

の領域の代表的な活動を分析した。その分析で

は，活動をいくつかの部分で構成し，各活動構

成の構造を究明した。保育の実際場面の活動を
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授業研究・分析の方法に基づき，構成と構造と

いう活動の分節化とその関係を解明すると，子

どもたちの発言や行動の深い学びを見つけるこ

とができることを示した。 

この結果から，学校教育の授業研究を保育

所・幼稚園という保育における活動分析に，学

校教育の授業研究の方法を適用することができ，

また，保育の活動における子どもの学びを取り

出すことができるとともに，より深化した過程

（プロセス）を取り出し，意義づけることを明

らかにした。 
研究対象とした DVDシリーズには，「言葉」

もある。この「言葉」は本共同研究者たちの専

門領域との関係で本共同研究では取り上げるこ

とができなかった。近い将来に，その領域の新

たな共同研究者を募り，同様な方法で，研究を

進めたいと計画している。 
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